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質疑応答

質問者①

外部搭載機器に対して時々刻々の熱入力データを測定したいということなのですが、カ

ロリーメータの熱入力を計算する仮定として、カロリーメータの受光面が熱平衡状態にな

ったという仮定があると思います。時々刻々のデータを取得する際に、カロリーメータの

受光面がすぐ熱平衡状態になるのかどうかという点が疑問なのですが、その点を教えてい

ただきたいと思います。

発表者

先ほどの「たんせい 4号」の例ですと、0.2mmくらいのアルミの箔を使いました。1分か

30 秒くらいで温度平衡に達しました。カロリーメータは環境試験技術センターさんが何年

か前にチャンバ用に作られたものと同じようなイメージです。

質問者①

カロリーメータのすごく薄いものだと思えばよいでしょうか。

発表者

はい、そうです。

質問者②

質問ではなくてコメントなのですが、TEDAのことも色々と宣伝していただいてありがと

うございます。

同じような計測は TEDA でずいぶん昔から行っておりまして、一番最初に行ったのは

ETS-Vという静止衛星でした。10年間、α、α を測るという目的で、平衡温度に達した状態

で測っておりまして、10 年間の α、α の変化を三種類の材料で測りました。ISAS の衛星で

ある SFU でも α、α が 1 年半くらい測れたというデータもいただきまして、そのデータが

ETS-Vのデータとよく合っていたということもありました。

また、今後は低軌道の衛星でも行ってみようということで、我々も今、計画をしていま

す。間瀬さんがご提案になったようなものと同じようなものですが、CNESと JAXAがずっ

と色々な面で共同実験をやっているのですけども、CNESで同じようなセンサ、間瀬さんの

ご提案とまさに同じようなセンサで搭載実績があるものがあります。

名前は忘れましたが、それを JAXA の SDS のミッションに提案しております。JAXA の

TEDA が CNESの衛星に載ったように、今度は CNES のセンサを JAXA の衛星に載せよう

ということで、今提案中です。

もしそれができれば、小型衛星の 1 点だけに外部ですけれども、低高度の衛星に同じよ
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うな実験を今後行おうとしております。間瀬さんが提案されたようなものを沢山搭載する

ことができれば非常に良いのではと思っております。

発表者

ありがとうございます。

SP-09-007.indd   104 2010/02/09   18:25:30

This document is provided by JAXA.




